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湘 南 工 科 大 学 大 学 院 学 則 

  第１章 総則 

（目的） 

第１条  湘南工科大学大学院(以下「本大学院」という｡)は、学術の理論及び応用を教授研究し、そ 

の深奥を究めて文化の進展に寄与することを目的とする。 

第１条の２ 本研究科の専攻ごとの人材の養成及び教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

（１）機械工学専攻 

ア 前期課程：社会に役立つ機械並びにそのシステムを開発・設計するための実践的能力を備

えた専門技術者・研究者の養成 

イ 後期課程：機械技術関連分野において的確な目標設定が行え、さらに新規技術の開発目標

を達成できる能力を備えた高度専門的職業人の養成 

（２） 電気情報工学専攻 

ア 前期課程：電気情報工学におけるソフトからハードまでの広い技術範囲をカバーする実践

的能力を備えた専門技術者・研究者の育成 

イ 後期課程：電気情報分野において的確な目標設定が行え、さらに新技術の開発目標を達成

できる能力を備えた高度専門的職業人の育成 

（研究科） 

第２条 本大学院に、工学研究科(以下「研究科」という｡)を置く。 

２ 工学研究科の基本ポリシーは別添資料第１のとおりとする。 

（課程） 

第３条 研究科に、博士課程を置く。 

２ 博士課程は、博士課程前期の課程(以下「前期課程」という｡)及び博士課程後期の課程(以下「後

期課程」という｡)に区分する。 

（専攻及び収容定員） 

第４条 研究科の専攻及び収容定員は、次のとおりとする。 

    課  程 

  専 攻 名 

前 期 課 程 後 期 課 程 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

機 械 工 学 専 攻 9 18 3 9 

電気情報工学専攻 9 18 3 9 

計 18 36 6 18 
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第２章 管理運営 

（研究科長） 

第５条 研究科に、研究科長を置く。 

（研究科委員会） 

第６条 本大学院に、研究科委員会を置く。 

２ 学長は、研究科委員会を招集してその議長となる。 

３ 研究科委員会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

（１） 学生の入学及び課程修了の認定 

（２） 学位の授与 

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意見を聴く

ことが必要なものとして学長が定めるもの 

４ 研究科委員会に関する規程は、別に定める。 

  

 第３章 標準修業年限、学年、学期及び休業日 

（標準修業年限） 

第７条 本大学院博士課程の標準修業年限は５年とし、前期課程を２年及び後期課程を３年とする。 

２ 本大学院前期課程には４年、後期課程には６年を超えて在学することはできない。 

（学年、学期及び休業日） 

第８条 学年、学期及び休業日は、湘南工科大学学則(昭和38年４月１日制定。以下「本学学則」とい

う｡)第６条、第７条及び第８条の規定を準用する。 

 

  第４章 教育方法等、研究指導及び教職員組織 

（教育方法） 

第９条 本大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導(以下「研究指導」と

いう｡)によって行うものとする。 

（授業科目、単位及び履修方法） 

第１０条 研究科の専攻別授業科目、単位及び履修方法は、別に定める。 

（単位の計算方法） 

第１０条の２ 授業科目の単位数の計算方法は、別に定める。 

（他の大学院又は研究所等における授業科目の履修及び研究指導） 
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第１１条 研究科において教育上有益と認めるときは、他の大学院(外国の大学院を含む。以下同じ｡)

との協議により、学生に当該大学院の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、研究科委員会の議を経て、10単位を超えない範囲で修得した

ものとみなすことができる。 

３ 研究科において教育上有益と認めるときは、他の大学院又は研究所等（外国の研究所を含む。以

下同じ｡）との協議により、学生に当該大学院又は研究所等において必要な研究指導を受けさせるこ

とができる。ただし、当該研究指導を受けさせる期間は、１年を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１１条の２ 学長は、教育上有益と認めるときは、転入学を除き、本大学院に入学する前に他の大

学院において履修した授業科目の修得単位を10単位を超えない範囲で研究科委員会の議を経て承認

することができる。 

第１１条の３ 学長は、教育上有益と認めるときは、本大学院に入学する前に本学大学院において履

修した授業科目の修得単位を8単位を超えない範囲で研究科委員会の議を経て承認することができ

る。 

（教職員組織、指導教員） 

第１２条 大学院における授業及び研究指導は、本学の専任教員のうちから選定された者が担当する。

ただし、授業に関しては、兼任講師をこれに充てることができる。 

２ 前項の教員の選定は、専攻からの推薦に基づき、研究科委員会で審議し、承認を得るものとする。 

３ 学長は、学生の入学後、研究科委員会の議を経て、指導教員を決定する。 

４ 大学院に必要な事務職員を置く。 

  

 第５章 課程の修了要件及び学位授与 

（課程の修了要件） 

第１３条 課程の修了要件は、添付資料第１に掲げる工学研究科基本ポリシーのディプロマ・ポリシ

ー（学位授与の方針）に従って、以下のとおりとする。 

２ 前期課程の修了要件は、本大学院前期課程に２年以上在学して30単位以上を修得し、かつ、必要

な研究指導を受けた上、少なくとも１編の学術論文の学外発表または公表、もしくは、少なくとも

１回の学外公開作品展示を行い、修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。 

３ 後期課程の修了要件は、本大学院後期課程に３年以上在学し、12単位以上を修得し、かつ、必要

な研究指導を受けた上、少なくとも２編の自らが主執筆者である学術論文の学外公表を行い、博士

論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を
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上げた者については、本大学院後期課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

４ 学長は、研究科委員会の議を経て前期課程及び後期課程修了の認定を行う。 

（学位の授与） 

第１４条 学位の授与に関する規程は、別に定める。 

 

  第６章 入学、休学、復学、退学、除籍及び懲戒 

（入学の時期） 

第１５条 本大学院の入学時期は、学年の始めとする。 

２ 前項のほか、後学期入学を認めることができる。 

（入学資格） 

第１６条 本大学院前期課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

 （１）大学を卒業した者 

  （２）学校教育法第104条第4項の規定により、学士の学位を授与された者 

 （３）外国において学校教育における16年の課程を修了した者 

  （４）文部科学大臣が指定した者 

  （５）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課程を修了し、本大学

院において所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

  （６）その他本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

２ 本大学院後期課程に入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

 （１）修士の学位を有する者 

  （２）外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

  （３）文部科学大臣が指定した者 

  （４）その他本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

（入学志願手続） 

第１７条 入学を志願する者は、別に定めるところにより、所定の期日までに、出願書類を提出する

とともに、検定料を納入しなければならない。 

（入学者の選考） 

第１８条 学長は、入学志願者に対して別に定めるところにより選考を行い、研究科委員会の議を経

て、合格を決定する。 

（入学の手続） 

第１９条 前条の選考により合格した者は、所定の期日までに、別に定める書類を提出するとともに、
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入学金を納入しなければならない。 

（転入学及び再入学） 

第２０条 学長は、志願する専攻に欠員がある場合に限り、次の各号の一に該当する者について、研

究科委員会の議を経て転入学及び再入学を許可することができる。 

  （１）他の大学院から転入学を志願する者 

 （２）本大学院を退学した者で再入学を志願する者 

２ 学長は、前項の規定により転入学及び再入学を許可した者に他の大学院又は本大学院において履

修した授業科目、単位及び標準修業年限については、研究科委員会の議を経て、その一部又は全部

を通算することができる。 

（休学、復学及び退学） 

第２１条 休学、復学及び退学については、本学学則第１５条から第２０条までの規定を準用する。

ただし、休学期間は、学年の終りまでの範囲とし、通算して前期課程にあっては２年、後期課程に

あっては３年を超えることができない。 

２ 特別の事情により休学を継続する場合は、１年以内を限度として認めることができる。ただし、

留学のために休学し、休学を継続する場合の期間は、休学開始から２年以内とすることができる。 

（除籍） 

第２２条 学長は、次の各号の一に該当する者を研究科委員会の議を経て、除籍することができる。 

  （１）行方不明の届出のあった者 

  （２）第７条第２項に規定する在学期間を超えた者 

  （３）第２１条ただし書に規定する休学期間を超えた者 

 （４）授業料の納入を怠り、催促してもなお納入しない者 

  （５）成業の見込みがないと認められる者 

（懲戒） 

第２３条 懲戒については、本学学則第２１条及び第２２条の規定を準用する。 

 

  第７章 検定料、入学金、授業料及び施設拡充費並びにその徴収方法 

（検定料、入学金、授業料及び施設拡充費並びにその徴収方法） 

第２４条 検定料、入学金、授業料及び施設拡充費並びにその徴収方法は、別表第１及び第２の定め

るところによる。 

２ 授業料の免除については、別に定める。 

（検定料、入学金、授業料及び施設拡充費の還付） 



 6 

第２５条 納入した検定料、入学金、授業料及び施設拡充費は、いかなる理由があっても返還しない。 

 

  第８章 科目等履修生、特別聴講学生、特別研究学生、研究生及び外国人留学生並びに研究員 

（科目等履修生） 

第２６条 学長は、研究科の授業科目中、１科目又は複数科目の履修を志願する者があるときは、研

究科委員会の議を経て、科目等履修生として入学を許可することができる。 

２ 科目等履修生に係る検定料及び授業料については、別表第１及び第３の定めるところによる。 

（特別聴講学生） 

第２７条 学長は、他の大学院の学生が本大学院において研究科の特定の授業科目を履修しようとす

る者があるときは、当該大学院との協議により、研究科委員会の議を経て、特別聴講学生として入

学を許可することができる。 

２ 特別聴講学生に係る検定料及び授業料は、別表第１及び第３の定めるところによる。 

（特別研究学生） 

第２８条 学長は、他の大学院の学生が本大学院において研究指導を受けようとする者があるときは、

当該大学院との協議により、研究科委員会の議を経て、特別研究学生として入学を許可することが

できる。 

２ 特別研究学生に係る検定料及び授業料は、別表第１及び第４の定めるところによる。 

（研究生） 

第２９条 学長は、本大学院において研究指導を受けようとする者があるときは、支障のない場合に

限り、選考の上、研究生として入学を許可することができる。 

２ 研究生に係る検定料及び授業料は、別表第１及び第４の定めるところによる。 

（外国人留学生） 

第３０条 学長は、外国人で研究科に入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより、選

考の上、研究科委員会の議を経て、外国人留学生として入学を許可することができる。 

２ 国費外国人留学生に係る検定料、入学金及び授業料は徴収しない。 

３ 前項に規定する外国人留学生以外の外国人留学生に係る検定料、入学金及び授業料については、

第２４条の規定を準用する。 

（研究員） 

第３１条 学長は、本大学院において特定の事項について特定の教員と協力して研究を行うことを志

願する者があるときは、支障がない場合に限り、選考の上、研究員として許可することができる。 
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  第９章 大学院の事務組織 

（庶務） 

第３２条 本大学院の庶務は、湘南工科大学事務局において処理する。 

 

  第１０章 補則 

（本学学則の読み替え） 

第３３条 本学学則第２１条を準用する場合においては、「教授会」とあるものは、「研究科委員会」

と読み替えるものとする。 

 

  附 則 

 この学則は、平成５年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この学則は、平成６年５月25日から施行し、平成６年４月１日から適用する。 

  附 則 

 この学則は、平成７年４月１日から施行する。ただし、平成６年度以前に入学した者については、 

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成13年４月１日から施行する。ただし、平成12年度以前に入学した者については、 

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成15年４月１日から施行する。ただし、平成14年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成17年４月１日から施行する。ただし、平成16年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成18年４月１日から施行する。ただし、平成17年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則 

 この学則は、平成19年４月１日から施行する。ただし、平成18年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 



 8 

附 則 

 この学則は、平成21年４月１日から施行する。ただし、平成20年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成22年４月１日から施行する。ただし、平成21年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則 

 この学則は、平成23年４月１日から施行する。ただし、平成22年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則 

 この学則は、平成24年４月１日から施行する。ただし、平成23年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成25年４月１日から施行する。ただし、平成24年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

  附 則 

 この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成27年４月１日から施行する。ただし、平成26年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則 

 この学則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、令和３年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 
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別添資料第１ 

工学研究科の基本ポリシー 

（１）工学研究科 博士前期課程 

●ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

 以下に掲げた能力を身につけたと判断される者に、修士（工学）の学位を授与する。 

１．専門分野において必要とされる知識を有し、それを応用し実践する能力。 

２．専門分野における課題を把握し、解決方法を自ら見出す能力。 

３．協調性と多面的な視野をもって、計画的に研究開発を遂行する能力。 

４．研究成果の発表やまとめなどにおける論理的な記述力とコミュニケーション能力。 

 上記の能力は、以下を達成したときに、身に付けたものと判断する。 

ａ．カリキュラムにおける所定の単位を修得していること。 

ｂ．研究成果について、少なくとも１編の学術論文の学外発表または公表、もしくは、少なくとも１

回の学外公開作品展示を行っていること。 

ｃ．修士論文を提出・発表し、審査の結果、合格と判定されていること。 

●カリキュラム・ポリシー（教育課程の方針） 

 ディプロマ・ポリシーが要求する諸能力を身につけるために、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

１．幅広い講義科目を準備し、専門分野における十分な基礎知識と高度知識を教授する。 

２．個別指導のもと、専門分野における課題を発見させ、解決方法を自ら見出させ、計画的に研究開

発を遂行させる。 

３．研究開発の成果と知見を論理的に記述した修士論文をまとめ、その内容を学外発表または公表で

きるように、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけさせる。 

●アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

 以下に掲げた条件を満足する者を受け入れる。 

１．志望する専門分野における基礎的な学力を有する者。 

２．志望する専門分野を勉学し、社会に役立つ研究開発を通して、実践的能力を備えた専門技術者・

研究者となることに情熱を持つ者。 
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（２）工学研究科 博士後期課程 

●ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

 以下に掲げた能力を身につけたと判断される者に、博士（工学）の学位を授与する。 

１．専門分野において必要とされる高度な学術的知識を体系的に理解し、高度な応用が可能であり、

かつ、それを教授する能力。 

２．専門分野における課題を社会的かつ学術的な見地から深く把握し、解決方法を創出する能力。 

３．協調性と多面的な高い視野と見識をもって、リーダとして計画的に研究開発を主導する能力。 

４．高度な研究を行い、その成果と知見を学術論文としてまとめ、国内外の学会や学術雑誌等で公表

する能力。 

 上記の能力は、以下を達成したときに、身に付けたものと判断する。 

ａ．カリキュラムにおける所定の単位を修得していること。 

ｂ．研究成果について、自らが主執筆者である学術論文を少なくとも２編公表していること。 

ｃ．博士論文を提出・公開発表し、審査の結果、合格と判定されていること。 

●カリキュラム・ポリシー（教育課程の方針） 

 ディプロマ・ポリシーが要求する諸能力を身につけるために、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

１．高度な講義科目を準備し、専門分野における高度かつ最先端の知識を教授する。 

２．個別指導のもと、専門分野における社会的かつ学術的な高度な課題を発見させ、解決方法を考案

させ、学部学生や博士前期課程学生を指導して計画的に研究開発を遂行させる。 

３．高度な研究を行わせ、成果と知見を論理的に記述し学術論文にまとめ、学会等で発表・討議する

能力を身につけさせる。 

●アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

 以下に掲げた条件を満足する者を受け入れる。 

１．志望する専門分野における高度な学力を有する者。 

２．社会に貢献できる高度な専門知識・能力と洞察力を備えた高度専門技術者または研究者となるこ

とに情熱を持つ者。 
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別表第１ 

検 定 料 

検 定 料 金  額 

大学院学生 30,000円 

科目等履修生 30,000円 

特別聴講学生 30,000円 

特別研究学生
及び研究生 30,000円 

別表第２ 

大学院学生 

区  分 金  額 備           考 

入 学 金 250,000円 

本学学部から引き続き本大学院に、又は本大学院前 

期課程から引き続き本大学院後期課程に入学する者 

は半額 

授 業 料 870,000円 年       額 

施設拡充費 220,000円 年       額 

別表第３ 

科目等履修生及び特別聴講学生 

区  分 金  額 備        考 

授 業 料 14,000円 １単位につき 

別表第４ 

特別研究学生及び研究生 

区  分 金  額 備        考 

授 業 料 30,000円 3か月につき 

備考 

１ 別表第１に掲げる検定料の徴収方法は、本学学則第１２条第１項の規定を準用する。 

２ 別表第２に掲げる入学金、授業料及び施設拡充費の徴収方法は、別に定める。 

３ 別表第３及び第４に掲げる授業料の徴収方法は、別に定める。 


